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2024年₇月15日～202４年₈月14日の主な出来事（新聞記事等より）

7.17 熊本－台北　搭乗率86％
熊本空港と台湾の桃園国際空港を結ぶ台北線
の搭乗率が好調となっている。昨年₉月に新
規就航し、今年₆月までの10カ月間の平均は
86%と高い。ＴＳＭＣの熊本県内進出を契機
にしてインバウンドの関心が高まっているこ
とに加え、台湾への観光客に対する県の助成
も、高い搭乗率維持を後押ししている。

7.19 渋滞緩和に向けトップ連携
木村県知事と大西市長は、長年の課題となっている
熊本都市圏の交通渋滞解消に向け、初めてのトップ
会談を実施した。半導体関連企業の集積でさらなる
悪化が懸念される中、両トップの連携によって、解
消に向けた対策の加速を図る。今回は熊本市内で取
組む、交差点の改良や効率的な信号制御といった短
期的対策を年内に具体化することで合意した。

7.20 熊本市消費者物価　2.6％上昇
熊本県統計調査課が発表した₆月の熊本市の
消費者物価指数（2020年＝100、生鮮食品を
除く）は、前年同月比2.6%上昇の107.4だっ
た。上昇は28カ月連続で、伸び率は前月と同
じ。食料の伸び率は前月から1.3㌽縮小した
が、電気やガソリンといったエネルギー関連
が押し上げた。

7.30 八代税関　上半期輸出入₄年ぶり減
八代税関支署は、管内の2024年上半期（₁～
₆月）の貿易概況（速報値）を発表した。輸
出入の総額は前年同期比14.9%減の985億2800
万円で、上半期としては₄年ぶりの減少となっ
た。需要が減った石炭輸入額の大幅な落ち込
みが響いた。国別の輸出額をみると、台湾が8.9
倍の34億6700万円と特に増加している。

7.30 温室効果ガス売買で脱炭素支援
肥後銀行は、ＣＯ₂などの温室効果ガスの排出・吸収量
を売買する「J－クレジット」を活用した企業の脱炭素
支援を始めた。熊本県林業公社と企業間のクレジット
売買を仲介し、肥後銀がクレジットを購入したい企業
を同公社に紹介する。企業は自助努力で削減できない
ＣＯ₂を、森林管理への支援で相殺する。クレジットの
売却益は、林業の担い手確保や森林保全に活用される。

7.30 井関農機　益城工場閉鎖へ
農業機械メーカー大手の井関農機が、熊本県益城町
にある生産子会社の工場を2025年末に閉鎖する方針
であることが分かった。生産効率化に向けた国内拠
点再編の一環。工場は交通利便性が高い場所に立地
し21.7haの広さがあり、ＴＳＭＣ進出を契機として
工業用地の不足が課題となっている県内において、
跡地の利活用に注目が集まると考えられる。

8.2 県内主要企業　黒字転換₇割
熊本県内主要企業の2023年度決算は、純損益が増益か黒字
転換となった企業が₇割を占め、半数超だった前年度を上
回った。コロナの₅類移行をきっかけとした人流の回復が、
幅広い業種の業績に好影響をもたらした。24年度決算は、
₆割弱が増益か黒字転換を見込むも、エネルギー関連をは
じめとする物価高や人件費といった費用増を見込む企業が
多く、業績の押し下げ要因になることが懸念される。

8.6 ＪＡＳＭ　地下水涵養拡大へ地域と協定
ＴＳＭＣの子会社ＪＡＳＭと菊陽町、大津町、Ｊ
Ａ菊池の₄者は、菊陽、大津の両町が含まれる
白川中流域での農業振興に向けた協定を結んだ。
農家の水稲作付面積拡大を支援し、地下水涵養
量を増やす狙い。ＪＡＳＭは白川中流域で育っ
た「地下水涵養米」を年間60トン以上購入する
予定で、100万トンの涵養につながるという。

8.8 県内地銀　金利引き上げ
県内地銀の肥後銀行と熊本銀行はいずれも、貸
出金利の指標となる短期プライムレート（短プ
ラ）を10月₁日から引き上げると発表した。日
銀の追加利上げに伴う対応で、引き上げは2007
年以来、約17年ぶり。短プラは、企業に₁年以
内の融資をする際に使う最優遇金利の基準とな
り、変動型住宅ローンの金利にも反映される。

8.9 最低賃金952円で答申へ
熊本地方最低賃金審議会は、2024年度の熊本県最低賃
金を現行から54円引き上げ、時給952円にするよう答
申した。時給方式になった02年度以降で最大の上げ幅。
答申通りに決まれば、初の時給900円台となる。54円
の上げ幅は、国の中央最低賃金審議会が示した目安額
から₄円の上乗せ。熊本労働局は答申への異議申し立
てを26日まで受け付け、10月₅日の発効を目指す。
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